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第３章

 

改革の具体的な方策
第３節

 

高等学校との接続
（２）初年次における教育上の配慮、高大連携

（初年次における教育上の配慮）
○

 

一方、人生の新たな段階、未知の世界への「移行」を支援する取組として、初年次
教育への注目も高まってきている。初年次教育は、「高等学校や他大学からの円滑な
移行を図り、学習及び人格的な成長に向け、大学での学問的・社会的な諸経験を成
功させるべく、主に新入生を対象に総合的につくられた教育プログラム」あるいは「初
年次学生が大学生になることを支援するプログラム」として説明される。
アメリカの初年次教育（ＦＹＥ（First-Year Experience ））は、大衆化した大学におけ

る主体性や意欲の乏しい学生への対応策として考案されたものであり、その取組が中
退率を抑止する上で有効な役割を果たすとともに、その後の大学生活への適応度を
規定しているという点が、我が国においても確認されつつある。
我が国の大学の、初年次教育においては、「レポート・論文などの文章技法」、「コン

ピュータを用いた情報処理や通信の基礎技術」、「プレゼンテーションやディスカッショ
ンなどの口頭発表の技法」、「学問や大学教育全般に対する動機付け」、「論理的思考
や問題発見・解決能力の向上」、「図書館の利用・文献検索の方法」などが重視されて
いる（図表4-16）。今後、我が国においても、学部・学科等の縦割りの壁を越えて、充

実したプログラムを体系的に提供していくことが課題となる。

第２章

 

改革の基本方向～競争と協同、多様性と標準性の調和を（１）大

 
学の取組～社会からの信頼に応え、国際通用性を備えた学士課程教育

 
の構築を～
（「三つの方針」に貫かれた教学経営）

○

 

我が国の学士課程教育の抱える課題、社会的な要請の高まりを踏まえると、各大
学に求められる事柄を端的に言うならば、「社会からの信頼に応え、国際通用性を備
えた学士課程教育の構築を」実現すべきということになる。当部会としては、この目標
の実現に向けて、以下のような改革の実行を期待するものである。
これらの改革の実行に当たっては、明確な「三つの方針」に貫かれた教学経営を行

うことが肝要である。大学の個性・特色は、各機関ごとの学位授与の方針、教育課程
編成・実施の方針、入学者受入れの方針（将来像答申の述べるディプロマ・ポリシー、
カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーに対応）に具体的に反映されるもので
ある。教学経営に当たって、「三つの方針」を明確にして示すこと、そして、それらを統
合的に運用し、共通理解の下に教職員が日常の実践に携わること、さらに計画・実
践・評価・改善（ＰＤＣＡ）のサイクルを確立することが重要である。

第３章

 

改革の具体的な方策
第１節

 

学位の授与、学修の評価

＜改革の方策＞
【国による支援・取組】
◆

 

国として、学士課程で育成する「２１世紀型市民」の内容（日本の大学が授与する
「学士」が保証する能力の内容）に関する参考指針を示すことにより、各大学における
学位授与の方針等の策定や分野別の質保証枠組みづくりを促進・支援する。

各専攻分野を通じて培う「学士力」
～学士課程共通の「学習成果」に関する参考指針～
４．統合的な学習経験と創造的思考力
これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自らが立てた新たな課題

 
にそれらを適用し、その課題を解決する能力
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